
～闘魂記～ 
「闘魂」･･･魂をもって闘おうとする気持ち 

西東京市立ひばりが丘中学校第１学年   

第４号 ２０２２年 ５月 25 日（水） 

学年目標 「けじめ」 と 「思いやり」 

 

「 一生懸命がかっこいい ➀ 」 

 先日は、第６２回運動会にご来校頂きありがとうございました。一年生にとって中学校に入学して初めての大

きな行事であり、上級生の迫力に圧倒されながらも、当日は必死に頑張る姿（闘魂）が印象的でした。そんな運

動会ですが、クラスの中心で活躍してくれた体育行事委員がいたからこそ、成功できたのだと思います。そんな

各クラスの体育行事委員の運動会を終えての作文を一部抜粋して載せたいと思います。 

 

１年 A組 

 体育行事委員になって、改善点やアドバイスをもらいながら頑張った結果、笑顔で終われる運動会になってよ

かったです。クラスのみんなも真剣に取り組んでくれました。優勝はできなかったけれど悔いの残らない思い出

になりました。２、３年生に頼ってしまっている部分の声量やいろいろな事の行動力などはまだ不足しているの

で、これからはもっと意識して活動していけるようになりたいと思いました。 

 

１年 A組 

 初めての運動会はとても楽しかったです。小学校と違う盛り上がり方ができて嬉しかったです。体育行事委員

では放課後、残ったりみんなをまとめるのは大変だったけれど、みんなが手伝ってくれたり、助け合いながらで

きたので本当によかったです。みんな、ありがとうございました。また、来年はコロナがおさまって、もっと楽

しい運動会にしたいと思います。 

 

１年 B組 

 僕は競技面では気合いを入れたが中縄跳びも、リレーも、あまりよくできなかったと思っています。でもみん

なが盛り上げてくれたからプレッシャーを忘れて全力で楽しむことができました。みんなにすごく感謝をしたい

と思います。これからも、今回の運動会をいかし、何事も楽しみ、一日一日を過ごしていきたいと思います。 

 

１年 B組 

 中縄跳びではみんなで円陣を組み昨日の反省を踏まえ、楽しく跳びました。結果は４位だったもののクラスの

最高記録を出すことができ、とってもいい思い出になりました。全員リレーでは全員で支え合い、応援し合い、

全力を出しきりました。また、ソーラン節を今後は自分たちが受け継ぎ、３年生の意志とひばりが丘中学校の伝

統をつないでいきたいです。 

 

※C組、D組の体育行事委員の作文は、次の闘魂記第５号で載せたいと思います。 

「とある先生の日常」 

 C先生は、社会人でバスケットボール選手として活躍した経験があります。スポーツマンでいつも爽やかに生

徒に挨拶をし、笑顔で生徒の話に寄り添います。また、部活動一生懸命指導する姿や元気のある英語の授業は、

生徒を前向きな気持ちにします。そんな C先生は絶対に生徒を見捨てません。 



  一人一人中縄跳びを行うにあったて、 

目標や意気込みを記入し、気持ちを盛り上げました！！！！！ 

 

     

 

1年 A組 中縄跳び 合計 46回（第 2位）     1年 B組 中縄跳び 合計 28回（第 4位） 

全員リレー11分 22秒（第 2位）、総合＝準優勝   全員リレー11分 27秒（第 3位）総合＝4位 

 

     

 

1年 C組 中縄跳び 合計 30回（第 3位）     1年 D組 中縄跳び 合計 58回（第 1位） 

全員リレー11分 19秒（第 1位）、総合＝優勝    全員リレー11分 30秒（第 4位）総合＝準優勝 

 

     


